
※１ アクセス数に限りがあることから、お申込み多数の場合は申込締切前であっても参加申込みを締め切らせていただきます。

※２ お申込みによって得られた個人情報は、厳重に管理し、本サロンの運営のみに使用させていただきます。

▶開催方法：ZoomによるWeb開催となります。
▶参加登録方法：次のURL又は２次元バーコードから事前に参加登録をお願いいたします。

▶申込締切：11月11日（金）17時

【お問合せ先】北陸農政局生産部園芸特産課
TEL: 076―232―4314

https://www.maff.go.jp/hokuriku/news/press/seisan/221011.html

主催：北陸農政局

参加無料
事前登録制

水田を利用した野菜づくりを進めよう！

▼オープニング

主食用米の需要が減少傾向にあるなか、様々な地域
で水田における野菜生産等の高収益作物への転換の取
り組みが進められています。
このため今回、既に高収益作物を導入した生産者及び
実際の取引・販売を行う実需者から、水田における野菜
生産と安定取引に繋げた事例紹介や関係者による意見
交換と交流の場を設けることで、今後の野菜の安定生
産・安定供給に向けた取組を促すことを目的に開催しま
す。

プログラム

取引・販売事例から-
私たちは、こんな野菜が欲しい。

・有限会社中山農産 専務取締役 中山悠平

▼ パネルディスカッション

・北陸農政局 園芸特産課

・イオンリテール(株)北陸信越カンパニー 食品部北陸駐在 西直之

・JA金沢市 営農部園芸販売課 課長補佐 登内良太

高収益作物導入事例から-
私たちの、安定取引に繋げる水田での野菜づくり。

・有限会社安井ファーム 代表取締役 安井善成

・生活協同組合連合会コープ北陸事業連合
商品部 専任課長 吉岡岳史

※皆様のご自宅・事務所等からご参加ください。

14:00～15:3011月15日（火）
オンライン（Zoom）開催

・三つ星株式会社 代表取締役 冨田真人

▼ 登録・利用無料のマッチングサイトVegeMach.jp紹介

・独立行政法人農畜産業振興機構 需給調整課長 伊澤昌栄

※後半はパネリストによるディスカッション、参加者と意見交換。

高収益作物を始めたい方、
販売先を探している方、
販売取引を始めたい方も、
是非ご参加ください！

▶ 中山悠平（有限会社中山農産 専務取締役）
2011年10月就農、主に野菜と販路拡大を担当。
2015年10月法人化。 稲・麦・大豆にハトムギを加え
た複合経営で専用の大型乾燥施設を所有、ハトムギは
現在28㏊。野菜の導入も推進し、加工用キャベツ10
㏊、 にんじん7㏊、えだまめ6㏊、さといも2.5㏊等。
2016年度農林水産祭内閣総理大臣賞受賞。

（敬称略）パネリストプロフィール

▶ 冨田真人（三つ星株式会社 代表取締役）
2014年夫婦で福井県坂井市に移住・新規就農、
2018年1月法人設立、同年トマト栽培園芸ハウス50a
を新設。併せて水田で長ネギの作付け規模を拡大し、
1.6haから現在８ha。13名を常時雇用するとともに、
障がい者雇用にも取り組む。

▶ 安井善成（有限会社安井ファーム 代表取締役）
2001年5月法人化。2003年稲・大豆にブロッコリーを
加え、ブロッコリーは現在84㏊。2004年代表取締役就
任。2008年県内初のGLOBAL G.A.P.認証取得、大
手量販店を中心に販売。Twitter等SNS活用の情報
発信やネットニュースサイト等の報道多数。2019年度
農林水産祭内閣総理大臣賞受賞。

▶ 登内良太（JA金沢市 営農部園芸販売課 課
長補佐）
1996年に直売所「ほがらか村」を開設、2010年8月
野田店のオープンで市内3店舗を展開。2005年4月
入組。2019年4月より現職、園芸販売課課長補佐と
して産直品の販売を担当。

▶ 西直之（イオンリテール（株）北陸信越カンパ
ニー 食品部 北陸駐在）
東北地方を除く本州と四国で総合スーパー及びスー
パーマーケットの「イオン」や「イオンスタイル」などを運営す
る企業。1991年4月入社。2014年4月より現職。
石川県及び富山県の12店舗を担当するバイヤー。

▶ 吉岡岳史（生活協同組合連合会コープ北陸事
業連合 商品部 専任課長）
とやま生活協同組合、生活協同組合コープいしかわ、
福井県民生活協同組合の3生協を会員とする事業連
合。1999年7月コープいしかわ入協。2018年4月より
現職。専任課長として農産品の企画・仕入を担当。


